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日本行動計量学会第 45 回大会開催報告 
 

第 45回大会実行委員長 西川 浩昭 

日本行動計量学会第 45 回大会を 2017 年 8 月

29 日～9月 1日に，創立 30 周年を迎えた静岡県

立大学で開催できたことを，大変光栄に思ってお

ります．大会の開催にあたりましては,多くの方々

に大変お世話になりました．この場をお借りして，

心より御礼申し上げます． 

本学会としては初めての静岡での開催でした．

この学会の開催をお引き受けした理由といたしま

しては，大会担当委員長の松本渉先生の熱心なお

願いに屈した事はもちろんですが，それ以上に私

が学生の頃からご本人が他界されるまで，言葉で

は語り尽くせない程のお世話になりました柳井晴

夫先生へ，その恩返しができればと考えました．

無事終えることができて,一安心しております． 

大会の概況をお知らせいたします．チュートリ

アルセミナーにつきましては 54 名（一般 48 名，

学生6名），本大会は300名（一般266名，学生

34名），懇親会が107名（一般93名，学生14名）

の出席でした.また,特別セッション数が 9 で発表

件数 43 件，一般セッション数が 10 で発表件数

49件，ポスターセッションは12件，ラウンドテ

ーブルセッション数が12で発表件数27件でした.

チュートリアルセミナーは竹村和久先生（早稲田

大学）に「行動意思決定論と過程追跡技法」，斉藤

和己先生（静岡県立大学）に「ソーシャルネット

ワーク上での情報拡散モデルと推定技法」を講義

していただきました．一昨年から始まりました柳

井レクチャーでは，岩坪秀一先生（大学入試セン

ター名誉教授）に「水野欽司と行動計量学―林知

己夫との絆を中心に―」というタイトルで，本学

会の第3代目の理事長であらせられた水野欽司先

生と林知己夫先生の繋がりについて紹介していた

だきました．林知己夫先生については，来年，生

誕百年を迎えられることを記念して，「行動計量学

と林知己夫―生誕百年を記念して―」というタイ

トルで大会のシンポジウムを設けました．シンポ

ジストとして，飽戸弘元理事長,馬場康雄先生，松

原望先生を迎え，多くの方に参加していただき，

活発な議論が展開されていたにもかかわらず，時

間が足りなくなってしまったことが残念でなりま

せん．企画してくださったオーガナイザーの松原

望先生，林文先生，森本栄一先生には返す言葉も

ありません．なお，林知己夫先生に関しては，シ

ンポジウムの他に特別セッションを2件設けまし

た.こちらについても多くの方に参加いただきま

した.有難うございました． 

私の所属する学部には本学会の会員は私のみ

であり，学部の垣根を越えて実行委員を快くお引

き受けいただきました，副実行委員長の上野雄史

先生はじめ，本学経営情報学部の諸先生にこの場

をお借りいたしまして，御礼を申し上げます． 

 

 

西川浩昭 

（にしかわひろあき） 

静岡県立大学看護学

部教授 

東京大学大学院医学系研

究科保健学専攻修了． 

2010 年静岡県立大学看

護学部に着任，現在に至る．専門は疫学，計量生物学． 
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役員異動のお知らせ 

以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・選挙管理委員会 

委員長 

尾崎 幸謙（就任） 

委員 

 稲水 伸行（就任） 

 朴 堯星（就任） 

 

2017年度学会賞受賞者について 

 
学会賞選考委員長 

足立 浩平（大阪大学） 

 

1．学会賞受賞者の選考について  

2017 年度の学会賞の受賞者の選考および受賞

者について学会賞選考委員会を代表してご報告い

たします．なお，学会賞委員会委員は，委員長以

外は非公開となっています． 

学会賞には，功績賞，優秀賞，奨励賞，および，

出版賞の4種があります． 4種の賞それぞれの候

補者の選考は，ワーキンググループにより各賞に

ついて収集された基本的な資料とそれに基づく候

補者の一覧が学会賞委員会委員に提供され，委員

会は提供された資料をもとに審議を重ねて各賞の

候補者を絞り込み，最終的な候補者を理事会へ諮

りました．理事会での審議を経て最終的な候補者

が承認され，受賞者本人の受諾を確認して学会賞

受賞者が決まりました． 

学会賞委員会事務局の学会賞選考担当の橋本貴

充理事，および，学会事務局の副事務局長の椎名

久美子理事・大森拓哉理事には，この間，大変お

世話になりましたことをここに記します． 

 

2. 林知己夫賞（功績賞） 

岩崎学会員が本年度の林知己夫賞（功績賞）を

受賞しました．数理統計学をはじめ，テスト理論・

生物統計学・工業統計学などの幅広い分野にわた

る同会員の多大な業績は，行動計量学の発展に著

しく寄与したと考えられます．特に，岩崎会員が

「行動計量学」・「Behaviormetrika」誌に多数(計

14 篇)の論文を公刊された事は，特筆すべき本学

会へ貢献であります．同会員の主要な業績の一部

を以下に紹介します． 

岩崎 学・姫野哲人 (2017) スタンダード統計学基

礎. 培風館.  

岩崎 学 (2015) 統計的因果推論. 朝倉書店. 

岩崎 学・大道寺香澄 (2009) ゼロ過剰な確率モデ

ルとそのテスト得点の解析への応用. 行動計

量学, 36, 25-34. 

岩崎 学 (2004) 統計的データ解析のための数値

計算法入門. 朝倉書店. 

岩崎 学 (2002) ランキングの信頼度評価－2002 

FIFAワールドカップの結果分析－．行動計量

学，29, 223-231. 

岩崎 学 (2002) 「処置前－処置後」データの解析

と平均への回帰. 行動計量学, 29, 247-273.  

Iwasaki, M. (1991) Construction of 

M-estimators by robustifying orthogonal 

polynomials associated with the density 

function. Journal of the Japan Statistical 

Society,  21, 155-171.  

Iwasaki, M. (1991) Notes on the influence 

functions of standardized moments. 

Behaviormetrika, 29, 11-22.  

Iwasaki, M. and Wang, S. (1990) On 

coordinate-free measures of efficiency of 

least squares in a linear model. Journal of 

Engineering Mathematics, 7, 1-8. 

岩崎 学 (1989) 数量化Ⅲ類によるテスト得点の

解析. 行動計量学, 16, 13-21. 

功績賞は「優れた業績によって，行動計量学の

発展に著しく寄与したものを対象とする」となっ

ています．岩崎会員の業績はまさに功績賞に相応

しいものと認められます． 

 

3. 林知己夫賞（優秀賞） 

宇佐美慧会員が本年度の林知己夫賞（優秀賞）

を受賞しました．同会員は，縦断データ分析，階

層データ分析，テスト理論，および，ベイズ統計
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学などに関する優れた論文を公刊しています．そ

の主要な業績の一部を以下に掲げます．   

Usami, S. (2016). Generalized sample size 

determination formulas for investigating 

contextual effects by a three-level random 

intercept model. Psychometrika, 82, 

133-157.  

Usami, S., Hayes, T., & McArdle, J.J. (2015). 

Inferring longitudinal relationships     

between variables: model selection 

between the latent change score and 

autoregressive cross-lagged factor models. 

Structural Equation Modeling, 23, 

331-342. 

Usami,S., Hayes,T., & McArdle,J.J. (2015). On 

the mathematical relationship 

between latent change score model and 

autoregressive cross-lagged factor 

approaches: Cautions for inferring causal 

relationship between variables. 

Multivariate Behavioral Research, 50, 

676-687. 

Usami, S. (2011). Statistical power of 

experimental research with hierarchical 

data. Behaviormetrika, 38, 63-84. 

Usami, S. (2010). Individual differences 

multidimensional Bradley-Terry model 

using reversible jump Markov chain 

Monte Carlo algorithm. Behaviormetrika, 

37, 135-155. 

優秀賞は「行動計量学に関する，単数または複数

の優れた研究業績を発表した個人または集団を対

象とする」となっています．宇佐美会員の行動計

量学に関する業績は，まさに優秀賞に相応しいと

認められます． 

 

4. 肥田野・水野欽司賞（奨励賞） 

大久保智哉会員が本年度の肥田野・水野欽司賞

（奨励賞）を受賞しました．大久保会員は以下に

紹介するように，テスト得点の分布や確率的選択

モデルなど関する優れた論文を発表されています． 

Okubo, T. & Mayekawa, S. (2017) 

Approximating score distributions using 

mixed-multivariate beta distribution. 

Behaviormetrika, DOI:10.1007/ 

s41237-017-0019-7. 

Okubo, T. & Mayekawa, S. (2015) Modeling 

viewpoint shifts in probabilistic choice. 

Psychometrika, 80, 412-427.  

  奨励賞は「若手の研究者で，日本行動計量学会

発行の学術雑誌（「行動計量学」および 

「Behaviormetrika」），または毎年行われる日本

行動計量学会大会において， 今後に期待される意

欲的な研究業績を発表した個人を対象とする」と

されており，大久保会員の業績はまさに奨励賞に

相応しいと認められます． 

 

 

5. 杉山明子賞（出版賞） 

加藤健太郎会員・山田剛史会員・川端一光会員

が本年度の杉山明子賞（出版賞）を受賞しました．

受賞理由は，同3会員が次の図書を出版したこと

です． 

加藤・山田・川端 (2014). Rによる項目反応理論. 

オーム社． 

本書は，項目反応理論(IRT)のモデル・パラメータ

推定原理・情報関数などを解説した上で，IRTの

最新応用，および，Rによる IRT分析を明解に解

説した優れた著作であります．   

出版賞は「過去3年程度に刊行された行動計量

学に関する優れた図書の著者・訳者（原則として 

3 人以内）を対象とする」とされており，上記著

作は，行動計量学に関する優れた図書と呼ぶのに

まさに相応しいと認められます． 

 

足立浩平（あだち・こうへい） 

大阪大学大学院人間科学研

究科教授 

日本行動計量学会理事，

Behaviormetrika 誌 Advisory 

Board， 日本計算機統計学会副会

長． 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 155 号                                 2017 年 12月 1 日 

4 

学会賞受賞者より 
 

林知己夫賞（功績賞）を受賞して 

成蹊大学・横浜市立大学 岩崎 学 

 

静岡県立大学で開催された日本行動計量学会大

会では，林知己夫生誕100年を記念するセッショ

ンがいくつも企画されました．そして，大会3日

目の柳井レクチャーの後の総会において，繁桝算

男理事長から林知己夫賞（功績賞）を頂戴いたし

ました．大変光栄に存じます． 

 私は静岡県浜松市の出身で，奇しくも静岡県で

初の開催となった大会での受賞，しかも林先生の

ご功績を称える行事が多く催される中で，林先生

の名を冠する賞をいただけたということで，喜び

もひとしおです． 

1994年の大会で，私は日本行動計量学会優秀賞

を当時の柳井晴夫理事長から手渡していただきま

した．その年度の功績賞は繁桝算男さんが受賞さ

れました．優秀賞をいただいた際，繁桝さんのよ

うな立派な仕事をしていつかは功績賞を，と心の

中で思ったことを記憶しています．今回これもま

た奇しくも，その繁桝さんから功績賞を授賞され，

長年の夢がかなった思いです．授賞式の後，繁桝

さんとツーショットの記念写真を撮らせていただ

き，成蹊大学と横浜市立大学の両大学のホームペ

ージに掲載されています． 

 私の研究上の興味は統計学の種々の方法論とそ

の応用で，移り気な性格もあり，さまざまな手法

と応用に関する論文を国内外の論文誌に発表して

きました．脈略がないといえばそれまでですが，

中でも行動計量学会とは相性がよく，十数編の論

文を行動計量学と Behaviormetrika に掲載して

いただき，その数は日本の統計関連諸学会の中で

も最多です．両誌に掲載された論文のキーワード

を拾ってみますと，対数正規分布，二項誤差モデ

ル，トランケーション，主成分分析，数量化Ⅲ類，

テスト理論，スペクトル解析，computer-intensive

な統計手法，カオス，ニューラルネット，データ

マイニング，処置前後データ，カウントデータ，

ゼロ修正された確率分布，統計的因果推論，と確

かに脈絡はあまりなさそうです． 

 という訳で，数だけはそれなりにありますが一

貫した研究成果というには程遠く，功績賞の受賞

理由として学会賞選考委員長の足立浩平さんから

過分な紹介をしていただきましたが，やや恥じ入

る思いというのも正直な気持ちです．しかし今振

り返ってみますと，それらが今の統計家としての

自分を形作っていると言えなくもありません． 

 行動計量学会の，文字通り人間の「行動」を「計

量」するという理念は私の性に合っています．昨

今のトレンドである脳科学とゲノムにはまったく

興味がありません．やはり人間を人間として扱う

のが好きです．そして統計的方法論の応用も人間

の行動に自然と向かい，それが行動計量学会での

論文発表につながっています． 

 私が最初に行動計量学会の大会に参加したのは，

1980 年の慶應義塾大学での大会でした（当時 27

歳）．最初の論文は 1982 年の Behaviormetrika

で，最初の口頭発表が 1983 年の京都大学での大

会でした．爾来，毎年のように学会に参加し，徐々

に，学会の中心的メンバーである，柳井晴夫さん，

繁桝算男さん，岡太彬訓さん，岩坪秀一さん，林

文さん，山岡和枝さんをはじめとする多くの方々

の知己を得て，今に至っています．本当に気持ち

のいい方ばかりで，行動計量学会は私の好きな学

会であると同時に，行動計量学会に育てていただ

いたといっても過言ではありません． 

 最後に林知己夫先生について．私が（研究者と

して）物心ついたときには林先生は統計数理研究

所の所長で雲の上の人だったのですが，自分のキ

ャリアの当初から数量化理論には興味を抱き，い

ろいろ勉強しているうちに林先生の知己を得て，

渋谷の事務所にお伺いしてお話しさせていただい

たこともありました．詳細は一切忘れてしまって

いますが，私の意見に対し，お褒めの言葉を頂戴

したことがあり，そのことが当時の私にとっては

大いに励みかつ自信となり，その後の研究の糧と

なりました．その意味では，ご本人はそうとは知

らないと思いますが，林先生は私の恩人であり，

今回の受賞でいささかなりとも恩返しができた思

いです． 

 今回の功績賞，本当に有難うございました． 
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岩崎学 

（いわさき・まなぶ） 

成蹊大学教授・横浜

市立大学教授 

東京理科大学理学部応用

数学科卒業，同大学院理

学研究科数学専攻修士課

程修了．理学博士．茨城

大学，防衛大学校を経て

現職．専門は統計的データ解析．日本統計学会前会長．統計

関連学会連合前理事長．日本行動計量学会をはじめとする統

計関連諸学会の理事，評議員，編集委員を歴任．内閣府，総

務省，厚生労働省，文部科学省，消費者庁，医薬品医療機器

総合機構などの専門委員も歴任． 

 

 

 

林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

東京大学 宇佐美 慧 

 

この度は，林知己夫先生の名が冠された栄誉あ

る賞を頂戴いたしまして，光栄に感じると同時に，

大変身の引き締まる思いでおります．常日頃から

ご指導いただいております，諸先生方や諸先輩方，

また共同研究者の皆様に心より御礼申し上げます．

私が行動計量学会に入会させていただきましたの

は今からちょうど10年前の 2007年であり，また

同年の日本行動計量学会第 35回大会（同志社大学）

は，私が初めて学会発表を経験した大会でした．

以来，米国に留学した2013年を除いては，毎年大

会で発表をさせていただいています．林先生とは

残念ながら直接お話をさせていただく機会はござ

いませんでしたが，林先生のお名前を知ったのは，

学部生のときに卒業論文のために色々と文献を読

み漁っていた時でした．大学院で統計学を専攻し

たいという漠然とした思いはありましたが，思い

返せば自分の中での行動指針が明確でなく不安も

大きかった時期でもありました．そのようなとき

に，先生のご著書である『数量化の方法』（東洋

経済新報社，1974）や『データ解析の考え方』（東

洋経済新報社，1977），また 2003年の行動計量学

の林知己夫先生追悼特集号を拝読しました．統計

的方法の奥深さやそれを支える技術への魅力を強

く感じたことは勿論でしたが，実践に資する方法

（アイデア）が現実の問題の中でどのように生成

されているのか，また面白い研究（や研究仮説）

とは何かといった，素朴でありながらも一言で答

えるのは困難な問いに対して，自分なりに思考が

深化した喜びがありました．同時に，「そんな結

論は当然だ」と評されることのないような，理論

的な面白味があって尚且つスケールの大きい研究

をしてみたいと鼓舞されたように思います．そん

な私は，現在は，縦断データ分析やマルチレベル

モデルに関わる方法論に軸足を置いて研究をして

います．今回の執筆の機会を頂いて改めて現在の

自身の研究を振り返ってみますと，例えば現実の

問題解決に真に必要な方法論とは何かという点や

私の行動指針そのものについて熟考するのを怠り

目先の成果を追ってしまっていることなど，反省

点が多々あることに改めて気づかせていただいた

次第です．このような大変心許ない有様ですが，

今回の受賞を励みにして，研究・実践を通して学

会と社会に少しでも貢献ができるよう努力して参

りますので，今後とも会員の先生方にはご指導を

いただきますよう，何卒宜しくお願い申し上げま

す． 

 

宇佐美慧 

（うさみ・さとし） 

東京大学高大接続研究

開発センター准教授 

東京大学大学院教育学研究

科博士課程修了．博士（教

育学）．日本学術振興会特別

研究員（PD），筑波大学人間

系心理学域准教授を経て，

2017 年 4 月より現職． 
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肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

大学入試センター 大久保 智哉 

 

この度は，栄誉ある賞をいただき，誠にあ

りがとうございます．行動計量学会からこの

ような形で賞をいただけるとは行動計量学を

学び始めた大学二年生の頃には，夢にも思わ

なかっただろうと感慨深いものがあります．

初めて学会に参加させて頂いたのも日本行動

計量学会 大会でした．自分の研究に手を差し

伸べてくれた行動計量学会，学会運営に尽力

下さっている繁桝先生をはじめ先生方に心か

らの感謝を申し上げさせて頂きたいと思いま

す． 

私は，大学二年生のときに，「心理統計学」

という言葉に出会い魅せられ，豊田秀樹先生

の講義に一生懸命ついていこうと努力を始め

たのが行動計量学を学ぶきっかけでありまし

た．学び初めの頃に，「色々な分析方法を知り

たい」と思い，当時の新宿紀伊国屋書店で 2,3

時間へばりつき「心理統計学」関連の書籍を

読んでいたことを思い出します．大学四年次

には，心理学専修で初めて「ゼミ制度」がで

き，その年に豊田先生の研究室の門を叩き，

素晴らしい多くの仲間や先輩方と出ったこと

で行動計量学の世界に足を踏み入れることに

なりました．大学院において，石塚智一先生

や柳井晴夫先生の講義を受けさせて頂くこと

ができたことは今でも自分にとってとても重

要な意味をもっています．前川眞一先生から

は博士論文のご指導を頂き，10 年経った今で

も先生からは多くのことを学ばせて頂いてお

ります．さらには私の年次的には後輩である

先生方からも多くのことを教えて頂いており，

自分では今でも大学二年生の時のような感覚

を憶えることがあります．このような出会い

を提供してくださった行動計量学会という素

晴らしい「 場」に改めて感謝させて頂きたい

と思います． 

「行動計量学では，目に見えないものを測

定・計量する」という説明が私はとても好き

でありまして，目に見えないものだからこそ，

説明可能性を重視し研究を続けてまいりたい

と思っております．職務上「研究者同士の会

話」ではないことが求められることが増えて

まいりました．行動計量学で生まれた手法が

多くの分野で用いられております．この学問

の影響の大きさに動機づけられつつ，今後と

も，行動計量学に誠実に挑戦して参ります．

学会の先生方からのご指導・ご鞭撻のほど，

どうぞよろしくお願いいたします．ありがと

うございました． 

 

大久保智哉 

（おおくぼ・ともや） 

独立行政法人大学入

試センター准教授 

早稲田大学第一文学部

心理学専修卒業，東京工

業大学大学院社会理工

学研究科修了，博士(工

学)を取得．日本学術振興

会特別研究員，大学入試センター助教を経て現職． 
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杉山明子賞（出版賞）を受賞して 

ベネッセ教育総合研究所 加藤 健太郎 

岡山大学 山田 剛史 

明治学院大学 川端 一光 

 

この度は，栄えある賞をいただき，大変光栄に

存じます． 

国内外の様々な大規模テストに採用されてい

る実績や，昨今の大学入試改革における議論など

もあり，「項目反応理論」「IRT」という言葉が身

近なものになりつつあります．一方で，テスト開

発の現場では，IRTの便利な側面ばかりが強調さ

れ，実際に IRTにもとづいてテストを運用してい

く際のポイントや困難がまだまだ理解されていな

い現状があります．こうした現状に対して，著者

一同は，IRTの考え方をしっかり伝えることはも

とより，現場で実際に手を動かせるようになって

もらうことを目指し，Rによる分析・計算の実践

も重視して本書を執筆しました．こうした点を評

価していただけたのだとすれば，これ以上の喜び

はありません． 

IRTに関しては，国内に限定しても優れたテキ

ストが既に多数出版されており，本書は先達に学

んだことの伝え直しに過ぎません．私自身は学生

の折に，故芝祐順先生が執筆・編集された「項目

反応理論―基礎と応用―」（1991年，東京大学出

版会）を読んで IRTの基礎を学びました．IRTに

関する様々な概念や数式は当時の私にとっては難

解でしたが，自分がそれらをどのように噛み砕き，

理解していったのか，そしてそれらをその後の実

践（実戦？）の中でどのように活かしてきたのか

を思い起こしながら，本書の原稿を書きました．

直接・間接に IRT の教えを受けた先生方，「どう

書けばよいか」と頭を抱えながら共に執筆をした

山田先生と川端先生，快く査読を引き受けてくだ

さった東北大学の柴山直先生と同僚の野澤雄樹先

生，その他本書の執筆をサポートしてくださった

数多くの皆様に心より感謝申し上げます． 

 

 

 

加藤健太郎 

（かとう・けんたろう） 

ベネッセ教育総合研究

所主任研究員 

ミネソタ大学教育心理学科

博士課程修了．Ph.D.（教育

心理学）．2009 年 9 月より

ベネッセ教育総合研究所研

究員，2013年4月より現職． 

 

 

この度は，名誉ある出版賞を頂き，ありがとう

ございます．この本を書くきっかけとなったのは，

2012年3月17日に行動計量学会岡山地域部会で

開催された，第 96 回行動計量シンポジウムでし

た．本学会の地域部会での活動がきっかけになっ

たというのは，ご縁を感じます．また，元々は「項

目反応理論を，学校の先生や企業の方などにわか

りやすく伝えられるような本を書いてみたい」と

いう個人的な思いが執筆の動機になりました．本

書の「はじめに」でも書いたのですが，そのよう

な問題意識を持てたのは，岡山大学の指導学生を

インターンとして受け入れて下さった，ベネッセ

コーポレーションのスタッフ，特に，金森保智さ

ん，桑田一さん，対馬英樹さんの影響が大きいで

す．ここに記して感謝の意を表します．また，一

緒に本を作ることができた，加藤先生，川端先生

に御礼を申し上げます．ありがとうございました． 

 

山田剛史 

（やまだ・つよし） 

岡山大学大学院教育

学研究科教授 

東京大学大学院教育学研

究科博士課程単位修得満

期退学．修士（教育学）．

東京大学大学院教育学研

究科助手，岡山大学教育

学部講師，准教授を経て，2016年4月より現職． 
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この度は，栄誉ある「出版賞」を賜り大変光栄

に存じます．担当章の執筆は，独立行政法人国際

交流基金日本語試験センターにて，IRTを用いた

テスト運営に従事していた時期に行いました．そ

の当時，「IRT の数理・理論を熟知していること

はもちろん重要だが，それだけではテスト運営を

安定的に行っていくことはできない」ということ

を日々の業務で身に染みて感じておりました．で

すから，本書を通じて，絵空事ではない，現実的

な測定技術としての IRT をお伝えしたいと思い

ました．日本語試験センターの当時のスタッフの

皆様や，センターに関わっていらっしゃった外部

の先生方とお仕事させて頂いた経験があってこそ，

本書を執筆することができました．あの時間を共

有していた皆様に，この場を借りて御礼申し上げ

ます．また，東北大学の柴山直先生に初稿をご査

読頂けましたことも，執筆過程では大変心強いも

のでした．本当に有難うございました．最後に，

執筆メンバーにと，私にお声がけ下さった，加藤

健太郎先生，山田剛史先生，本当に有難うござい

ました． 

 

川端一光 

（かわはし・いっこう） 

明治学院大学心理学研

究科准教授 

早稲田大学大学院文学研究

科博士後期課程満期退学．

博士（文学）．早稲田大学文

学学術院助手，独立行政法

人国際交流基金日本語試験

センター研究員を経て，

2013年4月より現職． 

 

 

 

 

 

 

 

加藤健太郎，山田剛史，川端一光（著），『Rによ

る項目反応理論』，オーム社，2014年7月 

 

 

 

 

 

新たな名誉会員のご報告 

学会賞選考委員長 

足立 浩平（大阪大学） 

 

行動計量学の発展に功労のあった 

・猪口孝会員 

・高根芳雄会員 

の両氏が，理事会より名誉会員として 2017 年 8

月 31 日に開催された総会へ推薦され，同総会の

承認を経て名誉会員となられました． 

 なお，2015年度より，名誉会員推薦のための資

料も学会賞選考委員会から理事会へ供することと

なったことを申し添えます． 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=imgres&cd=&cad=rja&uact=8&ved=&url=https://books.google.com/books/about/R%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E9%A0%85%E7%9B%AE%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E7%90%86%E8%AB%96.html?id%3DOFrnoAEACAAJ%26source%3Dkp_cover&psig=AOvVaw1cv0cRaGKjUl7zsNzCIFZ0&ust=1510367130241165
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日本行動計量学会第45回大会のお知らせ 
 

大会実行委員長 

星野 崇宏（慶應義塾大学経済学部） 

 

 2018年度の第46回行動計量学会大会を下記の

通り，慶應義塾大学三田キャンパスにおいて開催

致します．会員の皆様にはぜひ積極的にご周知を

賜りますようお願い申し上げます． 

 

日程：2018年9月3日（月）～9月6日（木） 

場所：慶應義塾大学三田キャンパス 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

大会実行委員長：星野崇宏 

 

交通アクセス：下記URLをご参照下さい． 

https://www.keio.ac.jp/ja/maps/mita.html 

 

 弊学は福澤諭吉が 1958 年に開いた蘭学塾を

1868年慶應義塾と改名したものです．1920年に

大学令により初めての私立大学として認可されま

したが，実質的には 1877 に設立された東京大学

に先立つ日本最古の高等教育機関といえます．例

えば創設者である福沢諭吉は日本学士院の前身た

る東京学士院の初代院長，東京帝国大学初代総長

である渡辺洪基も慶應義塾出身であり，福澤らが

一橋大学や早稲田大学，中央大学，専修大学等の

創設にも助力するなど，明治時代初めより日本の

学術の発展を支え，官界・産業界にも人材を輩出

しております． 

 今回，日本行動計量学会という学際的な学会の

大会が，日本の学術の源の一つである弊学におい

て開催されることは誠に喜ばしいことと存じます． 

 さて，このように記しますと今回が弊学での初

の開催かと思われるかもしれません（私もそう思

ってお引き受けしました）．しかし実は弊学はすで

に一度，1980年の第8回大会を当時工学部（1981

年より理工学部に名称変更）の藤田廣一先生を実

行委員長としてお引き受けしているとのことです．

但し日吉キャンパスでの開催であったそうで，本

部のある三田キャンパスでお引き受けするのは初

めてとなります． 

 三田キャンパスは品川駅と浜松町から山手線で

それぞれ一駅と，新幹線や羽田空港からの便もよ

く，東京での大会においては地方の先生方の移動

のご負担を最小限にできると考えます． 

またこの度の大会は学内においては私が兼担

教員を務める慶應義塾大学産業研究所との共催と

させて頂きました．これにより弊学での通常の学

会大会に比較して学会日程の早期確定と会場費の

一部減免が実現しております．この場をお借りし

て産業研究所には御礼を申し上げます． 

まだ詳細なスケジュールは確定しておりませ

んが，例年と同様に特別セッションの企画の募集

の後に一般研究発表の募集を行う予定です．今後

各種募集・申し込みの期限と方法が決定次第，会

員向けメーリングリスト，学会WEBページ，会

報を通じて広報させていただきます．ぜひ多くの

方々のご発表とご参加をお待ち申し上げます． 
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編集委員会より 

 

欧文誌編集委員長 

植野真臣（電気通信大学） 

 

欧文誌Behaviormetrika Special Issueの論

文募集について 

 

欧文誌 Behaviormetrika では，以下の Special 

Issueの論文を募集しております． 

 

1. テ ー マ 「 Advanced technologies in 

educational assessment」 

The aim of the special issue is to summon 

current developments of advanced 

technology-based assessments, the 

underlying measures and psychometric 

models, and their applications in 

education. Moreover, the special issue 

presents psychometric and assessment 

approaches to describe student behavior, 

performance, and learning. Key research 

topics and future developments are 

highlighted as well. 

担当 Marie Wiberg and Ronny Scherer 

締め切り 2018年2月20日 

詳細 

http://static.springer.com/sgw/documents/1619

390/application/pdf/CFP-educational+assessm

ent.pdf 

 

2. テーマ「Dimension Reduction and Cluster 

Analysis」 

Dimension reduction and cluster analysis 

have a long history in multivariate data 

analysis. Dimension reduction methods 

typically concern themselves with a 

reduction in the variable space through 

either selection of variables or the 

construction of new variables as 

combinations of the original ones. Cluster 

analysis aims to detect groups of similar 

observations thus reducing the row space. 

Although these methods typically 

consider different objective functions, the 

ultimate goals, e.g., detecting and 

summarizing relevant properties and 

relationships in the data, are typically 

similar if not identical. Consequently, 

joint methods received increasing interest 

over the past years. For this special issue, 

we summon contributions on current 

developments in dimension reduction, 

cluster analysis as well as joint methods. 

We welcome original papers and notes on 

methodological innovations and empirical 

applications as well as code snippets and 

descriptions of software implementing 

relevant statistical methods. 

担当 Michel van de Velden, Alfonso Iodice 

D’Enza, and Michio Yamamoto 

締め切り 2018年3月14日 

詳細 

http://static.springer.com/sgw/documents/16196

68/application/pdf/CFP-Dimension+Reduction.

pdf 

 

3. テーマ「Functional data analysis and its 

applications」 

Recent advances in high-throughput 

measurement technologies and devices 

make it available large scale data sets 

requiring new statistical methodologies 

for their analysis. In particular, more and 

more time-course data have been 

obtained which can be modeled as 

functions. Thus, functional data analysis 

has received considerable attention in 

different fields of application, including 

bioscience, system engineering, and 

meteorology. The basic idea behind 

functional data analysis is to express 

time-course data as smooth functions and 

http://static.springer.com/sgw/documents/1619390/application/pdf/CFP-educational+assessment.pdf
http://static.springer.com/sgw/documents/1619390/application/pdf/CFP-educational+assessment.pdf
http://static.springer.com/sgw/documents/1619390/application/pdf/CFP-educational+assessment.pdf
http://static.springer.com/sgw/documents/1619668/application/pdf/CFP-Dimension+Reduction.pdf
http://static.springer.com/sgw/documents/1619668/application/pdf/CFP-Dimension+Reduction.pdf
http://static.springer.com/sgw/documents/1619668/application/pdf/CFP-Dimension+Reduction.pdf
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then draw information from the collection 

of functional data. One of the advantages 

of functional data analysis is that it 

allows the analysis of data even if the 

number of time points and observed 

times differ from individual to individual. 

 

担当 Gil González-Rodríguez, and Hidetoshi 

Matsui 

締め切り 2018年2月15日 

詳細 

http://static.springer.com/sgw/documents/16199

26/application/pdf/CFP_Functional+Data.pdf 

 

 

運営員会より 

 

平成30年度研究部会の募集について 

         運営委員会委員長 

大森 拓哉（多摩大学） 

 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部会，

および，オリジナリティーに富んだ研究成果を挙

げることを目的とする研究グループがあります．

活動経費は，地域部会については1部会上限5万

円程度，研究グループは1部会5万円（採択件数

は優れた研究計画若干）です．地域部会について

は，都心部から東京近郊までを主たる活動地域と

する部会を考えておりません．平成 30 年度の研

究部会の募集を下記要領で行います．なお，採否

の審査結果は，4月初旬にお知らせする予定です． 

 

○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

ください．）： 

 

（1） 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定

者（会員・非会員 別），助成希望金額，活動予定

（この順序で書くこと） 

 

(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予

定者（会員・非会員別），研究計画，活動予定（こ

の順序で書くこと） 

○応募締切：平成30年1月31日（水）必着 

○送付先（問合せ先）： 

日本行動計量学会運営員会委員長 大森拓哉

ohmori@tama.ac.jp 

 

なお，研究部会に関する規約は Web ページ 

http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf をご参照

ください． 

 

 

研究部会「非対称データの分析」2015 年度

-2016年度報告 

今泉 忠（多摩大学） 

研究計画 

社会行動科学から自然科学に至る広範な分野で

観測される非対称関係データに関する計量心理学，

数理心理学，数理統計学，地理学，政治学，社会

学，マーケッティング，生物学，物理学，化学分

野などでの各種のアプローチについて，各分野の

研究者の間の学会発表等の相互交流を継続的に行

い，非対称データを発生せしめる現象に関する学

際的な理論的研究や応用研究を行う． 

活動予定 

これまで数年にわたり継続的に行っている日本

行動計量学会での非対称特別セッションに加えて，

年に 1，2 回，東京および地方でメンバーの相互

交流や他分野の講師を囲む研究会を開催する． 

 

2015年度活動 

（1）Webでの広報 

 新規にWebでの広報を行った． 

  http://stat.tama.ac.jp/myresearch/bsj 

（2）日本行動計量学会第44回大会（首都大学東

京）でのセッションの構成と発表 

セッション構成趣旨：行動現象を説明する場合に

2 国間の貿易関係や 2 友人間関係など，n 者の 2

者間の関連度をもとにn者間の関係を分析する場

合がある．2 者関係が非対称である場合には，そ

http://static.springer.com/sgw/documents/1619926/application/pdf/CFP_Functional+Data.pdf
http://static.springer.com/sgw/documents/1619926/application/pdf/CFP_Functional+Data.pdf
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の非対称の関係などを踏まえて分析することで，

データに隠れている関係をより捉えることができ

る．そのためのモデルと応用例について討議し，

n者間の関係に関する将来の研究に貢献する． 

発表者 

・千野直仁（愛知学院大学心身科学部），Time 

series analyses of changes in asymmetric 

 relationships among members over time 

・土田 潤，宿久 洋（同志社大学） ，2相3元

データに対する対数線形モデルを用いたベイズ非

対称MDSについて 

 ・岡太 彬訓（多摩大学）・今泉 忠（多摩大学），

Dominanceモデルの2相3元類似度への拡張1 

・今泉 忠（多摩大学）・岡太 彬訓（多摩大学），

Dominanceモデルの2相3元類似度への拡張2 

・齊藤俊則（(株)マクロミル，文京学院大学），マ

ーケティング領域における非対称データの分析事

例 

 

2016年度活動 

（1）Webでの広報 

2015年度から開始したWebでの広報を継続して

行った． 

  http://stat.tama.ac.jp/myresearch/bsj 

（2）日本行動計量学会第44回大会（札幌学院大）

でのセッションの構成と発表 

セッション名：非対称近接性データ分析のための

理論・方法そしてその応用 

 構成趣旨：行動現象を説明する場合に 2 国間の

貿易関係や2友人間関係など，n者の2者間の関

連度をもとにn者間の関係を分析する場合がある．

2 者関係が非対称である場合には，その非対称の

関係などを踏まえて分析することで，データに隠

れている関係をより捉えることができる．そのた

めのモデルと応用例について討議し，n 者間の関

係に関する将来の研究に貢献する． 

発表者 

・千野 直仁（愛知学院大学），Time series 

analyses of changes in asymmetric 

 relationships among members over time (2) 

・谷岡 健資（和歌山県立医科大学），宿久 洋（同

志社大学），非対称性を考慮した一般構造化成分分

析法について 

 ・土田 潤（同志社大学），宿久 洋（同志社大学），

Dominance 点モデルの Majorization アルゴリ

ズムについて 

 ・岡太 彬訓（立教大学），横山 暁（帝京大学），

特異値分解を用いた非対称多次元尺度構成法の拡

張 —類似度行列の対角要素の再定義— 

・今泉 忠（多摩大学）， 局所的非対称データ分析

の方法とその応用 

・中山 厚穂（首都大学東京），マーケティングデ

ータにおける非対称性の分析 

 

第45回大会チュートリアルセミナー開催報告 

運営委員会委員長 

大森 拓哉（多摩大学） 

 

日本行動計量学会第45回大会チュートリ アル

セミナーが以下のとおり開催されました． 

 

日時：2017年8月29日（火）13:30 〜 16:30 

場所：静岡県立大学草薙キャンパス経営情報学部

等1F 

テーマA：行動意思決定論と過程追跡技法 

講師：竹村 和久（早稲田大学） 

テーマB：ソーシャルネットワーク上での情報拡

散モデルと推定技法 

講師：斉藤 和巳（静岡県立大学） 

参加者 54名（テーマA 37名 テーマB 17

名） 

概要： 

コースAの竹村先生には，行動意思決定理論に関

係するさまざまな理論やモデルの紹介から，眼球

運動測定，言語プロトコル法，情報モニタリング

法，画像解析法などの具体的な過程追跡技法等の

トピックスをお話しいただきました．また，コー

スBの斉藤先生には，ユーザ行動の結果として起

こるソーシャルネットワーク上での情報拡散に関

する代表的な理論やモデルや，大規模ネットワー

クにおいて情報拡散の度合いを効率よく高い精度

で予測推定する各種の技法についてお話しいただ

きました． 

講師の竹村先生，斉藤先生，および参加いただ

きました皆様に改めて御礼申し上げます． 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 155 号                                 2017 年 12月 1 日 

13 

第20回春の合宿セミナーのお知らせ 

        運営委員会委員長 

大森 拓哉（多摩大学） 

 

今回で 20 回目を向かえる春の合宿セミナーを

以下の要領で開催いたします． 

 

日程：2018年2月28日～3月2日（2泊3日） 

場所：同志社びわこリトリートセンター 

実行委員：宿久洋（同志社大学），横山暁（青山学

院大学），大森拓哉（多摩大学）他 

 

下記2コースのうちいずれかを受講できます． 

 

コースA：因果探索入門(仮題) 

講師：清水昌平（滋賀大学） 

 

コースB：テスト理論の理解と実践 

講師：川端一光（明治学院大学），山田剛史（岡山

大学），加藤健太郎（ベネッセコーポレーション） 

 

なお，参加費や申し込み開始日時等は後日メー

リングリストやウェブサイトにてお知らせいたし

ます． 

 

セミナーURL：

https://sites.google.com/view/bmsseminar  

 

 

広報委員会より 

 

        広報委員会委員長 

中山 厚穂（首都大学東京） 

 

学会 Webページの整備・更新 

Webページの整備・更新を行いました．今回の

更新では，45回大会，Behaviormetrika, Volume 

44, No. 2の発行のお知らせ，関連学会，協賛イベ

ントについての案内などの情報を中心に更新いた

しました．今後も会員の皆様に有益な情報が提供

できるよう引き続き Web ページの整備・更新を

行っていきたいと思います． 

メールニュースの配信 

 2017 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．毎月同程度の配信数で推移し，若干

の変動はありますがおおむね前年度の配信数と同

程度となっております． 

広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報提を募集しております．広報依頼の受付

のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

メールニュースの配信数 

 

学会 Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では日本行動計量学会に直接関

係する情報について学会ホームページの新着情報

が更新された際に対応するお知らせ記事を投稿し

ています．お知らせや記事をご覧になりましたら

是非記事を「シェア」していただきますようお願

いいたします．「シェア」していただけますと情報

共有の面で有用と思います． 

 

その他の広報活動 

数年前から広報委員会では，学会大会の宣伝活

動を組織的に行っています．他学会のメーリング

リストでの案内やWebでの広報を可能な限り行っ

ていきたいと考えています．皆様の加入されてい

る学協会で，本学会の行事をご案内できる場とし

てお薦めのものがございましたら，広報委員会ま

でご連絡ください．今後の広報活動の参考にさせ

て頂きます． 

 

 

https://sites.google.com/view/bmsseminar
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【シリーズ海外レポート⑳】 

ノースウエスタン大学滞在記録 

 

宮崎 慧（関西大学） 

 

勤務先である関西大学から在外研修の機会をい

ただき，今年9月から1年間，アメリカのノース

ウエスタン大学ケロッグスクールに滞在しており

ます．ここでは渡米するまでの経緯と現況につい

て簡単に書きたいと思いますが，他の先生方の内

容と重複する部分もありますし，また私の独断と

偏見に基づく部分も多いので，適当に読んでいた

だければ幸いです． 

私の受け入れの先生は Behaviormetrika でも

編集委員をされていたUlf Bockenholt先生です．

Bockenholt 先生と最初に会ったのは 5 年ほど前

に ア メ リ カ の ネ ブ ラ ス カ で 行 わ れ た

International Meeting of Psychometric Society

の時で，そのときは単に挨拶してお昼ご飯を食べ

に行っただけでした．私は英語が苦手で，自己紹

介でも名前を名乗ってから何も言わなかったので，

ぎくしゃくした変な空気になったのを覚えており

ます．その後，勤務先の大学にて正式に在外研修

の時期が決定し，去年の 10 月下旬ころに研究報

告も兼ねて先生のもとへ挨拶に行きました．その

ときに先生は私の顔と名前を覚えていて下さり，

密かに感動したのを覚えております． 

しかし，私自身は先生の論文を引用したことは

実は一度もなく，受け入れをお願いするのが少々

失礼かもしれないとも思いました．「来年在外研修

があるので，タイミングが良いから受け入れても

らえませんか？」という，自分の都合だけでお願

いをしている気がしたのです．共同研究を進める

だけであれば今は様々な連絡手段があり，共同研

究を進めることと受け入れて頂くことは直接関係

がなく，不躾だったかもしれません．他の方はど

うかわかりませんが，私はまずこの受け入れをお

願いすること自体難しい作業に感じました．ここ

で先生に断られていたらと今思うと，ぞっとしま

す．快く受け入れてくださった Bockenholt 先生

に大変感謝する次第です． 

結局受け入れのお願いは，報告後に論文の草稿

をメールで送付し，何回か意見のやり取りをした

後にメールで行いました．参考になるか分かりま

せんが，以下に文面の要約も載せます． 

 

  I summarized the ・・・（研究内容についての話） 

 

 By the way, I am planning one-year sabbatical in this year. I 

would like to continue this study with you. I'm confident that 

the quality of this study becomes much higher through the 

discussion with you. 

 Therefore, I would like to inquire whether you might be able 

to offer me a position as a visiting fellow in Northwestern 

University from October 2017 to September 2018. I attached 

my curriculum vitae 

(vitaeのファイル名). 

 

Of course, I am fully funded by my university during the stay. 

 

It is my great pleasure if you could permit that I could be 

affiliated for one year.  

 

Sincerely yours, 

Kei MIYAZAKI 

 

今読み直すと何が「By the way」なのかよく分

かりません．やはり唐突な感じです．にもかかわ

らず，受け入れの催促のメールを送ってから数日

後，先生から「visiting scholarとして来れるかど

うか調べてみよう．デスクなどスペースが確保で

きるかは分からないが，他の方と部屋をシェアし

ても大丈夫なら，おそらく大丈夫と思う．数週間

後にまた連絡する」と親切にご返信いただき，め

でたく在外に行けることになりました．その後は

ほぼ事務の方との手続きに入りました． 

その後の手続き自体も私にとっては新鮮な体験

でした．細かな手続きについては他の先生方も書

かれているので詳しくは書きませんが，今年から

ドナルド・トランプ氏が大統領に就任したことも

あり「DS2019 がすぐに発行されるのか」と周り

の方からよく聞かれ，そのたびに不安が募ってい

きました．しかし結果的にはほとんど影響はなく，

こちらが書類一式を送ってから2週間ほどで発行

して頂けました．ノースウエスタン大学の事務の

http://gakujo.kansai-u.ac.jp/profile/ja/eat92m0ee50eaf0518*b59bf5ca.html
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方々はとても優秀で，無駄なやりとりがなく非常

にスムーズでした． 

 

オフィスのある建物（通称 Global Hub）を裏側

から撮った写真 

 

しかし，この手続きの間もDS2019がなぜ重要

なのかさえ私はしばらく理解できませんでした．

書類の見慣れない単語群に若干パニックになって

おりましたが，渡航日から約三ヶ月前くらいにな

ってようやく理解できた気がします．長期滞在す

る以上，財源や保険，滞在期間中の給与の出所な

ど，自分が安全な人間であることを証明する必要

があり，DS2019 はそのための書類であるようで

す．ビザそのものは領事館で面接を受ければもら

えますが，領事館はDS2019を単に確認して，最

終的な資格証明である visa を発行するだけの機

関のようです．そのためか，領事館の面接は滞在

期間や日本での身分，日本の勤務先の大学名など

を確認するだけで，ごく簡単に終わりました．合

計でもかかった時間は3分弱くらいだったかと思

います．既にDS2019は発行されていて，受け入

れ先が重要事項を確認済みであるからでしょう．

したがって，一旦入国した後はDS2019の方が提

示を求められることが多いようです．私はたまた

まネットで調べていて，入国してからもDS2019

が必要という事を知ったのですが，「visa を発行

するための書類」と思い込んでいたら，おそらく

visaだけ持って渡米しようとして大変なことにな

っていただろうと思います． 

本稿を書いている現在は渡米してまだ一か月ほ

どですが，日本とアメリカの文化の違いはやはり

大きいと感じます．日本は比較的黙っていても許

される風潮がある気がしますが，アメリカの場合

はこれは基本的に失礼な行為に当たるようです．

前述のように私は全般的に英語が苦手で，特にリ

スニングが本当にダメなので，飲食店で食べ物を

注文するときにメニューや具材を直接指差して伝

えていたら，店員さんが明らかに不機嫌になった

ときがありました．「俺と会話もしたくないのか」

と思ったのでしょうか？また日本では「いらっし

ゃいませ」と言われても何も返事しなくても大体

普通ですが，アメリカでは店員さんが挨拶したと

きに何かしら返事をしないと，大抵不機嫌になる

気がします．その一方で何度も聞き返しても，面

倒臭がらず何回も丁寧に話してくれることが多く，

コミュニケーションそのものを大事にしている印

象を持ちます． 

 これからシカゴはどんどん寒くなっていくよう

です．聞いた話では摂氏マイナス 20 度くらいま

で下がり，ホワイトアウトする日もあるとのこと

です．正直なところできれば冬の間だけでも日本

に帰りたいですが，研修で行っている以上それは

許されないので，なんとか防寒具でガチガチに身

を固めて，凍え死ぬことなく乗り切ろうと思いま

す． 

宮崎 慧（みやざき・

けい） 

関西大学商学部准

教授 

東京大学大学院総合

文化研究科修了．日本

学術振興会 特別研究

員（PD:統計科学）， 2012年関西大学商学部助教を経て2013

年4月より現職．2012年より当学会広報委員． 

 

 

http://gakujo.kansai-u.ac.jp/profile/ja/eat92m0ee50eaf0518*b59bf5ca.html
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2017年度日本行動計量学会総会議事録 

 

日時：2017年 8月 31日（木）16：30～17:30 

場所：静岡県立大学 看護学部棟 4階 13411講義

室 

 

1. 開会の辞 

 菊地事務局長より，開会の挨拶があった． 

 

2. 大会開催校代表挨拶 

 静岡県立大学の鬼頭学長より，ご挨拶をいただ

いた． 

 

3. 学会挨拶 

 繁桝理事長より，挨拶があった． 

 

4. 議長選出 

 静岡県立大学の斉藤和巳会員が選出された． 

 

5. 報告および議事 

(1) 平成28年度事業報告及び決算報告 

 植野欧文誌編集委員長より，欧文誌 Vol.44 が

Springer社から発行されたことが報告された．菊

地事務局長より，平成28年度事業報告および決算

報告が行われた．続いて，村上監事より，決算報

告について6月 18日に監査を行い，事実に相違な

いことが報告され，承認された． 

(2) 平成29年度事業計画及び予算案 

 菊地事務局長より，平成29年度事業計画および

予算案の説明があり，承認された． 

(3) 名誉会員推薦 

 足立学会賞選考委員長より，理事会が推薦した

猪口孝会員，高根芳雄会員が紹介され，承認され

た． 

 

6. 学会ロゴ 

 繁桝理事長より，決定の経緯が報告され，新し

い学会ロゴが紹介された． 

 

 

 

 

7. 柳井レクチャー 

 岩崎柳井レクチャー委員長より，講演者を岩坪

秀一名誉会員としたことが報告された． 

 

8. 学会賞授与 

 足立学会賞選考委員長より，選考の経緯および

学会賞受賞者とその授賞理由の報告があった． 

 功績賞を岩崎学会員，優秀賞を宇佐美慧会員，

奨励賞を大久保智哉会員，出版賞を加藤健太郎会

員，山田剛史会員，川端一光会員に授与する発表

があり，繁桝理事長より賞状および副賞が授与さ

れた． 

 

9. 次期大会開催校代表挨拶 

 星野第46回大会実行委員長より，第46回大会

は，2018年9月 3日～6日の日程で，慶應義塾大

学三田キャンパスで開催予定であることが報告さ

れた． 

 

10. 大会実行委員長挨拶 

 西川第45回大会実行委員長より，挨拶があった． 

 

11. 閉会の辞 

 菊地事務局長より，閉会の挨拶があった． 

 

 

 

 

 

 





収入 29年度予算 28年度実績 予実差異
前年度繰越金 2,528,728 3,315,536 786,808
前年度事業未払繰越金 1,000,000 3,000,000 2,000,000
学会費 5,000,000 5,459,000 459,000
学会費（次年度以降前受け分） 1,800,000 1,890,000 90,000
学会誌売上金 110,000 150,200 40,200
広告費 600,000 810,000 210,000
預金利子 30 31 1
著作権料 300,000 356,257 56,257
雑収入 0 0 0
各委員会からの返還金等 0 255,352 255,352
学術定期刊行物補助金 0 0 0
学会活動積立金取り崩し 0 0 0
事務局整備積立金取り崩し 0 0 0
会員名簿発行積立金取り崩し 0 0 0

計 11,338,758円 15,236,376円 3,897,618円

支出 29年度予算 28年度実績 予実差異
前年度事業未払分 1,000,000 2,449,123 1,449,123
学会誌制作費和文誌44-2 1,300,000 1,204,300 △ 95,700
学会誌制作費和文誌45-1 1,300,000 0 △ 1,300,000
学会誌制作費欧文誌45 2,700,000 3,495,218 795,218
シンポジウム・セミナー費用 300,000 80,590 △ 219,410
各委員会活動費 450,000 450,000 0
研究部会費 100,000 150,000 50,000
学会事務委託費 1,800,000 1,483,183 △ 316,817
印刷費等 10,000 0 △ 10,000
会報発行費 850,000 834,281 △ 15,719
通信費 5,000 744 △ 4,256
インターネット利用料 43,000 42,984 △ 16
消耗品費 5,000 3,186 △ 1,814
会合費 230,000 198,267 △ 31,733
雑費 20,000 19,008 △ 992
インターネットバンキング利用料 20,000 19,440 △ 560
学会誌保管料等 90,000 86,400 △ 3,600
J-stageデータ作成 180,000 273,888 93,888
大会運営費 450,000 431,136 △ 18,864
大会準備金 300,000 300,000 0
予備費 3,758 0 △ 3,758
各種分担金 30,000 30,000 0
会員名簿作成 0 0 0
学会活動積立金 0 0 0
事務局整備積立金 0 0 0
学会賞基金積立金 150,000 150,000 0
会員名簿作成費積立金 0 0 0
カード手数料 2,000 900 △ 1,100
その他 0 5,000 5,000
当年度事業未払繰越金 0 1,000,000 1,000,000
次年度への繰越金 2,528,728 2,528,728

計 11,338,758円 15,236,376円 3,897,618円

特別会計（別口座）　　　 期首 支出 収入 期末

学会賞基金（林知己夫賞） 2,909,218円 150,000円 150,000円 2,909,218円

学会賞基金（肥田野・水野賞） 188,873円 30,000円 0円 158,873円
学会賞基金（杉山賞） 598,110円 50,000円 0円 548,110円
柳井レクチャー基金 798,704円 100,000円 0円 698,704円
学会活動積立金 6,495,094円 108,000円 0円 6,387,094円
会員名簿作成費積立金 937,763円 0円 0円 937,763円
事務局整備積立金 6,157,154円 0円 0円 6,157,154円

日本行動計量学会 自 平成29年4月1日
至 平成30年3月31日

15万円を学会賞基金（林知己夫賞）に積立

滞納分支払いを含む
前受け分

和文44-1

統計関連学会連合3万円

実績は統計関連連合大会 講演報告集への広告

和文43-2以降、大会抄録集

46回大会分

和文44-1
備考

大会業務委託基本料、Web運営費用

会員向けメーリングリスト、ドメイン名

実績は和文誌43-2

和文、欧文、運営（各15万円）

学会名義の銀行口座

研究部会2件（各5万円）

会報4号分

日本行動計量学会平成29年度予算（案）
備考

選挙費用30万円を含む額

実績は和文誌44-1
実績は欧文誌43-2と44

備考
功績賞10万円1名、優秀賞5万円1件、
15万円を一般会計より積立
奨励賞3万円1名
出版賞5万円1件
講演者1名10万円
学会ロゴのデザイン料10万円+税
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理事会議事録 

日本行動計量学会 2017年度第 2回理事会議事録 

 

日時：2017年 7月 5日（水）18:00～20:30 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者：稲水 伸行，植野 真臣，岡太 彬訓，

菊地 賢一，椎名 久美子， 

繁桝 算男，竹村 和久，中山 厚穂，

橋本 貴充(書記)，松本 渉， 

森 裕一（11名），委任状 15名 

 

資料 

1. 2017年度第 1回理事会議事録案 

2. 学会ロゴ 

  2-1. 学会ロゴ案 

  2-2. 投票結果 

3. 会則改正案 

4. 学会賞・名誉会員 

  4-1. 学会賞受賞者 学会賞選考委員会案 

  4-2. 名誉会員 学会賞選考委員会案 

5. 平成 28年度決算案・平成 29年度予算案 

  5-1. 平成 28年度決算案 

  5-2. 平成 29年度予算案 

6. 総会関係 

  6-1. 2017年度総会議事次第 

  6-2. 2016年度事業報告 

  6-3. 2017年度事業計画案 

7. 和文誌編集委員会報告 

 8. 欧文誌編集委員会資料 

 9. 運営委員会資料 

10. 広報委員会報告 

11. 大会担当委員会報告 

12. 第 45回大会プログラム（暫定版） 

 

議事 

議事に先立ち，出席者 26 名（理事出席 11 名，

委任状 15名）を確認し，理事会が成立しているこ

とが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1にもとづき，2017年度第 1回理事会の

議事録が承認された． 

2. 第 45回大会 

松本大会担当委員長より，資料 12 にもとづ

き，大会プログラムについて報告があった．総

会および理事会の日時と場所が確認された． 

3. 第 46回大会 

松本大会担当委員長より，資料 11 にもとづ

き，第 46 回大会は慶應義塾大学三田キャンパ

スにて星野崇宏会員を実行委員長として開催

することが提案され，承認された．日程は後日

調整を行うこととされた． 

4. 学会ロゴ 

菊地事務局長より，資料 2にもとづき，投票

結果について説明された．投票結果の上位の案

に絞り理事会で審議し，C案に決定した． 

5. 会則改正 

椎名組織検討副委員長より，資料 3にもとづ

き，会則改正が提案された．審議の結果，第 45

回大会の総会では会則改正を発議せず，組織検

討委員会にて再検討することとされた．なお，

和文誌に投稿できる者および大会の一般セッ

ションにて発表できる者は，個人会員（正会員，

準会員，名誉会員，シニア会員）であることが

確認された． 

6. 学会賞・名誉会員 

足立学会賞選考委員長の代理として橋本学

会賞担当理事より，資料 4-1にもとづき，学会

賞受賞者の候補が提示され，承認された．資料

4-2 にもとづき，名誉会員 2 名の提案があり，

理事会から総会に推薦することが決定した． 

7. 平成 28年度決算案・平成 29年度予算案 

椎名会計担当理事より，資料 5-1にもとづき，

平成 28年度決算案について説明があった．6月

18日に監事監査が行われ，決算に間違いのなか

ったことが，村上監事の代理として椎名会計担

当理事より報告された． 

また，資料 5-2 にもとづき，平成 29 年度予

算案について説明があり，承認された．平成 30

年度から，著作権料の収入が入らなくなること

と，大会準備金の余剰金は返金されることが確

認された． 

8. 総会関係 

菊地事務局長より，資料 6にもとづき，総会

の議事次第，運営について報告があり，承認さ

れた． 

9. 統計関連学会連合の欧文ジャーナルへの協力

について 
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岡太担当理事より，統計関連学会連合の欧文

ジャーナルの発行が決定したことが報告され

た．日本行動計量学会からは，副編集委員長兼

事業委員として，岩崎学会員を推薦することと

した．また，Associate Editor は国内のみ 1，

2 名の選出とし，人選は今後，検討することと

した． 

統計関連学会連合から出される統計家の行

動基準について報告され，利益相反に関する文

言は，統計関連学会連合の現状の案どおりとす

ることが，審議の上で承認された． 

10. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

松本和文誌副編集委員長より，資料 7にもと

づき，現在の論文投稿・審査状況が報告された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料 8にもとづ

き，現在の論文投稿・審査状況と竹村会員に特

集を依頼したことが報告された． 

・運営委員会 

橋本委員より，資料 9 にもとづき，第 45 回

大会のチュートリアルセミナーについて報告

された．第 19 回春の合宿セミナーの開催報告

と参加者の感想の紹介があった． 

・広報委員会 

中山委員長より，資料 10 にもとづき，通常

どおり業務が行われていること，会報第 154号

は小笠原春彦会員の巻頭言で，9 月上旬発行予

定であること，第 155号は西川浩昭会員の巻頭

言で，12月上旬発行予定であることが報告され

た．また，大会関係の英語ページの作成が完了

したこと，Behaviormetrika の目次配信に向け

て準備中であることが報告された．第 45 回大

会の懇親会において，学会公式 Facebookの「い

いね！」を押すことを呼びかけることが提案さ

れた． 

・大会担当委員会 

松本大会担当委員長より，資料 11 にもとづ

き，大会 Webページにおける学会英文名称を変

更後のものに修正したこと，大会の英語ページ

を作成し学会本体の英語ページからリンクを

はったこと，特別セッションの採択通知をオー

ガナイザーと発表者の両方に行うよう変更す

る予定であることが報告された．あわせて，発

表タイトル登録手順の改善が必要であること

が確認された．一般セッションの口頭発表は，

1 人につき 1演題まで登壇可能であることと，

そのことを大会 Webページにて公表済みである

ことが確認された． 

・事務局 

回覧資料にもとづき，入退会と会員種別変更

が承認された． 

11. その他 

次回の理事会は，第 45 回大会会場である静

岡県立大学にて，平成 29年 8月 30日(水)の大

会セッション終了後に開催される予定である． 

以上 

 

日本行動計量学会 2017年度第 3回理事会議事録 

 

日時：2017年 8月 30日（水）17:45～19:00 

場所：静岡県立大学草薙キャンパス 4109講義室 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者：今泉忠，岩崎学，大森拓哉，岡太彬訓，

岡田謙介，菊地賢一，椎名久美子， 

繁桝算男，竹村和久，鶴見裕之，中井美

樹，中山厚穂，朴堯星， 

橋本貴充(書記)，星野崇宏，松本渉，森

裕一，山岡和枝 (18名)，委任状 5名 

監 事：村上隆 

陪席者：西川浩昭第 45回大会実行委員長 

 

資料 

1. 2017年度第 2回理事会議事録案 

2. 総会関係資料 

  2-1. 平成 29年度総会議事次第 

  2-2. 平成 28年度事業報告 

  2-3. 平成 28年度決算案 

  2-4. 平成 29年度事業計画 

  2-5. 平成 29年度予算案 

3. 日本行動計量学会役員選挙実施要領 

4. 和文誌編集委員会報告 

5. 欧文誌編集委員会報告 

6. 運営委員会報告 

7. 広報委員会報告 

8. 退会措置について 

 

議事 

議事に先立ち，出席者 23 名（理事出席 18 名，

委任状 5名）を確認し，理事会が成立しているこ

とが確認された． 
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1. 議事録確認 

資料 1にもとづき，2017年度第 2回理事会の

議事録が承認された． 

2. 第 45回大会 

西川第 45 回大会実行委員長より，大会の参

加者数および明日以降の大会日程について報

告があった．懇親会には学生が 4名参加予定で

あることが報告された． 

3. 第 46回大会 

星野第 46回大会実行委員長より，第 46回大

会の会場について報告があった．日程は他学会

との調整を行いながら後日決定することとさ

れた． 

4. 総会関係 

菊地事務局長より，資料 2にもとづき，総会

次第の確認が行われた．出席している各委員会

委員長は可能な限り前方に並ぶことが確認さ

れた．平成 28 年度事業報告の欧文誌編集委員

会については，植野欧文誌編集委員長が報告を

行い，他の委員会については菊地事務局長から

まとめて報告することとした． 

5. 役員選挙 

選挙管理委員長の選出について，理事長，事

務局長，編集委員長に一任することとされた． 

6. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

岡太編集委員長より，8月30日昼に合同編

集委員会が開催されたことが報告された． 

岡太編集委員長より，資料 5にもとづき，

欧文誌について，第 44巻には通算 25本の論

文が掲載予定であることが報告された．日本

人以外の Coordinate Editor，Associate 

Editor，Advisory Boardを増員予定であるこ

とが報告された．Major Revisionの期間は欧

文誌編集委員長の裁量で柔軟に対応可能であ

ることが確認された． 

星野和文誌編集委員長より，第 44 巻第 2

号の内容と，現在の投稿状況と審査状況の報

告があった．第 45巻第 2号の特集論文の提案

があり承認された． 

 

・運営委員会 

大森委員長より，資料 6にもとづき，8月

29日夕方に委員会が開催されたこと，今大会

のチュートリアルセミナーの内容と参加者数，

第 20回春の合宿セミナーの予定，合宿形式で

ないセミナーの実施計画，行動計量シンポジ

ウムの開催予定について報告があった． 

・広報委員会 

中山委員長より，資料 7にもとづき，通常

業務および会報の発行について報告があった．

会報の第 155号の巻頭言は西川大会実行委員

長，第 156号の巻頭言は繁桝理事長に依頼予

定であることが報告された．統計関連学会連

合大会にてブース出展を行う予定であること

が報告された． 

・組織検討委員会 

椎名副委員長より，引き続き会則改正を検

討することが報告された． 

・大会担当委員会 

松本委員長より，9月 1日に委員会を開催

予定であることが報告された． 

・柳井レクチャー委員会 

岩崎委員長より，明日の柳井レクチャーは

岩坪秀一名誉会員を講演者として開催するこ

とが報告された．次回の講演者の選考も，今

期の柳井レクチャー委員会で行うことが確認

された． 

・統計関連学会連合 

岡太担当理事より，統計関連学会連合の欧

文ジャーナルへの協力について，日本行動計

量学会からは，副編集委員長兼事業委員とし

て岩崎学会員を推薦し，Associate Editorの

人選は今後検討するということを，統計関連

学会連合に回答し了知されたことが報告され

た． 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，

入会，退会，種別変更の報告があり，承認さ

れた．資料 8にもとづき，長期滞納者の退会

措置については，例年同様に手続きを行うこ

とが承認された． 

7. その他 

・将来計画をまとめた第 2次活性化委員会報告の

提言に対する，今期理事会の活動の達成度を評

価し，理事会に報告する機会を設けることとし

た．評価は，当時の第 2次活性化委員が行うこ

ととした． 

・次回理事会は後日日程を調整の上，平成 29 年

11 月に慶應義塾大学三田キャンパスにて開催

予定． 

以上 
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学会協賛イベントについて 

   事務局長 

  菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2017年8

月 9日 

数理科学教育シン

ポジウム 

2017 年 11 月 8

日-11日 

（2017 年8 月11日～2017 年11 月10日承認のもの） 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

＊最新情報については各学会のホームページ等で

ご確認ください． 

☆人文科学とコンピュータシンポジウム 「じん

もんこん 2017」  

開催日：2017年12月9日（土）・10日（日） 

（日本行動計量学会後援） 

開催場所：大阪市立大学学術情報総合センター 

http://jinmoncom.jp/sympo2017/ 

 

☆The 10th International Conference of the 

ERCIM WG on Computational and Methodological 

Statistics (ERCIM 2017) 

開催日：2017年12月16日（土）～18日（月） 

開催場所：Senate House, University of London, 

UK. 

http://cmstatistics.org/CMStatistics2017/ 

 

☆第 28回日本疫学会学術総会 

開催日：2018年2月1日（木）～3日（土） 

開催場所：コラッセふくしま 

http://procomu.jp/jea2018/ 

 

☆第 12回日本統計学会春季集会  

開催日：2018年3月4日（日） 

開催場所：早稲田大学 

http://www.jss.gr.jp/convention/ 

 

☆第 41回社会言語科学会研究大会 

開催日：2018年3月10日（土）・11日（日） 

開催場所：東洋大学白山キャンパス 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

☆SRA Asia Conference 2018 (リスク分析学会ア

ジア大会 2018) 

開催日：2018年3月13日（火）・14日（水） 

開催場所：関西大学高槻ミューズキャンパス 

http://www.sra-japan.jp/SRAAsia2018/ 

 

☆数理社会学会第 65回大会 

開催日：2018年3月14日（水）・15日（木） 

開催場所：成蹊大学 

http://www.jams-sociology.org/ 

 

☆日本発達心理学会第 29回大会  

開催日：2018年3月23日（金）～25日（日） 

開催場所：東北大学川内北キャンパス 

http://www.jsdp.jp/jsdp2018/ 

 

☆第 13回日本感性工学会春季大会 

開催日：2018年3月27日（火）・28日（水） 

開催場所：名古屋大学工学部 

http://www.jske.org/taikai/jske13s/ 

 

☆AAPOR 73rd Annual Conference 

開催日：2018年5月16日（水）～19日（土） 

開催場所：Sheraton Denver Downtown Hotel, 

Denver, Colorado  

http://www.aapor.org/Conference-Events/Annu

al-Meeting.aspx 

 

公募・求人情報 

 

☆独立行政法人大学入試センター教員公募 

 

 この度，大学入試センターでは，2件の教員公

募をいたします．ご興味のある方は応募をご検討

ください．また，併せて関係各位へご周知いただ

ければ幸いです． 

 詳細，および所定様式は下記URLよりご確認く

ださい． 

  応募締め切りはいずれも平成29年12月15日（金

曜）です． 

http://www.dnc.ac.jp/corporation/saiyou/kyouin.html 

 

http://jinmoncom.jp/sympo2017/
http://cmstatistics.org/CMStatistics2017/
http://procomu.jp/jea2018/
http://www.jss.gr.jp/convention/
http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2
http://www.sra-japan.jp/SRAAsia2018/
http://www.jams-sociology.org/
http://www.jsdp.jp/jsdp2018/
http://www.jske.org/taikai/jske13s/
http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
http://www.dnc.ac.jp/corporation/saiyou/kyouin.html
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会員の著書等 

吉村治正（著）『社会調査における非標本誤差』，

東信堂，2017年3月 

 

 

井関 龍太 （翻訳）・岡田 謙介（解説）『ベイズ統

計で実践モデリング： 認知モデルのトレーニン

グ』， 北大路書房，2017年9月  

 

 

安達美佐（著）・山岡和枝（著）・渡辺満利子（著）・

渡邉純子（著）・丹後俊郎（著）『ライフスタイル

改善の成果を導くエンパワーメントアプローチ 

─メタボリック症候群と糖尿病の事例をもとに

─ 』，朝倉書店，2017年9月 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964 （electronic version） 

 

 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）

に遡って電子化し，JST で運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公

開）しております．電子アーカイブ化・公開には，

創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公

開）同意を論文著者から得る必要があります．1999

年の総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明確に

定められましたが，それ以前に掲載された記事等

の著作権は，明確に定められておりませんでした．

電子化し公開するに当たっては，各論文の著者全

員に，本学会への著作権委譲についての文面をお

送りし，多くの著者のご了解をいただきました．

現在までにお返事をいただいていない著者の論文

は，本来は著者からの権利委譲を待つべきですが，

「行動計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体

の研究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権委譲

についてお返事をいただいていない著者で，電子

化し公開することが不都合とお考えの方は，和文

誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡下さ

るようお願いいたします．公開を中止するなど，

学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017年1月発

行の Volume 44, Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44, Number 1以降はシュプリン

ガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開されま

す（非会員には有償）．Volume 43, Number 2以

前に掲載された論文は，従来通り JSTで運用して

いる電子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公

開されます． 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2017年10月30日現在） 

正会員       ： 762名 （海外6含む） 

準会員       ： 69名  

名誉会員      ： 19名  

賛助会員      ： 22社  

シニア会員     ： 34名  

計         ： 906名  

学会誌等寄贈先 ： 5件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学およびそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後 2年を経過しないもの）

や，会員に関係があると思われるシンポジウム，

セミナー，公募情報（賛助会員企業の求人情報も

含む）などの情報を含め，会員の皆様から原稿を

募集しております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，ご

準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号156号の場合には1月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました． 

今後も，これまでと同様に皆様からのご意見を

お伺いしながら，皆様のお役に立てるような魅力

ある充実した会報となるように努めていきたいと

考えております．ご意見，ご要望，その他会報に

掲載すべきと思われる情報などございましたら広

報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

(おざき こうけん，尾崎 幸謙) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 

会報作成担当：尾崎幸謙，阿部貴人，上野雄史， 

宇佐美慧，江口幸治，川端一光，

木村邦博，清水裕士，鶴見裕之，

朴堯星，藤田泰昌，山本倫生 

 

相談役：松本渉 

 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html

